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平
成
十
六
年
度
か
ら
小
中
学
生
を
対
象
に
、
大
東
地
区
と
霞
ケ
関

北
地
区
で
始
ま
っ
た
「
川
越
・
地
域
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
」。

こ
と
し
か
ら
は
全
市
を
あ
げ
て
、
こ
の
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い

う
共
通
認
識
の
下
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
・
効
果
的
に
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係
・
℡
内
線
２
８
４
２

「
川
越
・
地
域
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
」
業
」
業
」

が
市
内
全
地
区
で
始
ま
り
ま
す

が
市
内
全
地
区
で
始
ま
り
ま
す

が
市
内
全
地
区
で
始
ま
り
ま
す

子
育
て
の
問
題
点

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
近
所
に
住

ん
で
い
る
方
の
名
前
が
わ
か
り
ま

す
か
？
　
最
近
で
は
地
域
内
で
の

つ
き
あ
い
が
少
な
く
な
っ
て
、
隣

近
所
に
住
ん
で
い
る
の
が
誰
だ
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
も
、
時

代
と
共
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

生
活
環
境
の
変
化
や
子
育
て
に
対

す
る
考
え
方
の
多
様
化
、
核
家
族

化
が
進
ん
だ
現
在
。
子
育
て
中
に

発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
、
家

庭
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然

体
験
・
社
会
体
験
な
ど
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
、

家
庭
や
地
域
社
会
で
多
く
の
大
人

と
交
流
し
、
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減

少
し
て
い
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
を

温
か
い
目
で
見
守
り
、
地
域
で
遊

ん
だ
り
勉
強
し
た
り
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み

こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
む
た

め
に
、
市
で
は
、
平
成
十
五
年
度
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ど
も
は
、

ど
も
は
、

ど
も
は
、
地
域
を
映
す

子子子

鏡
霞ケ関北地区で
は、地域の歴史
を紹介する子ど
も情報誌を作成

大東地区で行
われた、子ど
もの食生活に
関する講演会

南古谷地区では、
田植えを体験

中央北地区の「ある
ある　探検隊」で

は、自分たちでせん
べいを焼きました

昨年度のモデル事業
４地区の取り組み

く く



か
ら
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
検

討
を
開
始
。
同
十
六
年
度
に
市
民

の
代
表
で
構
成
す
る
川
越
市
地
域

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
本
部
を
設
置

し
、
大
東
地
区
と
霞
ケ
関
北
地
区

で
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
サ

ポ
ー
ト
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
の

中
に
左
図
の
三
つ
の
部
会
を
設
置

し
て
活
動
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
活
動
を
踏
ま
え

て
、
同
十
六
年
度
末
に
「
子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
基
本
方
針
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
基
本
方
針
の
目
標

は
、
①
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
の

推
進
②
子
ど
も
を
家
庭
・
学
校
・

社
会
教
育
施
設
・
地
域
社
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
育
て
る
こ
と

で
す
。
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

昨
年
度
は
南
古
谷
地
区
と
中
央
北

地
区
を
加
え
た
四
地
区
で
、
モ
デ

ル
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

大
東
地
区

「
子
ど
も
の
食
生
活
に
つ
い
て

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
栄
養
士

に
よ
る
地
域
啓
発
講
演
会
を
実

施
。
大
東
地
区
に
あ
る
二
つ
の
公

民
館
と
三
つ
の
小
学
校
を
会
場
に

「
ミ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
、
昔
遊
び
の
道
具
作
り
な
ど

数
多
く
の
催
し
を
行
い
、
合
わ
せ

て
四
百
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

催
し
で
は
、
中
学
生
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

霞
ケ
関
北
地
区

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
霞
ケ
関
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
誌
を
発
行
。「
霞

ケ
関
北
地
区
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
各
種
体
験
教
室
や
、
中
学
生

に
よ
る
手
作
り
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
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東
京
国
際
大
学
の
協
力
に
よ
る
、

英
語
体
験
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

外
国
人
教
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

大
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

南
古
谷
地
区

地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
、
田

植
え
・
稲
刈
り
体
験
を
実
施
。
中

学
校
を
会
場
に「
子
ど
も
文
化
祭
」

を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
も
ち
つ
き
や
福
祉
体
験
講
座
な

ど
の
催
し
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
、
ホ
タ
ル
観
察
会
な
ど
を
開

催
。
ま
た
、
中
学
生
に
よ
る
「
南

古
谷
地
区
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
を
、
東
邦
音
楽
大
学
の
協
力

に
よ
り
結
成
し
ま
し
た
。

中
央
北
地
区

歴
史
的
な
名
所
・
旧
跡
に
囲
ま

れ
た
地
域
の
特
性
を
生
か
し
「
あ

る
　
あ
る
　
探
検
隊
」
を
実
施
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
守
る
中
、
親

子
や
友
達
ど
う
し
で
地
域
内
を
歩

い
て
回
り
ま
し
た
。
本
丸
御
殿
や

時
の
鐘
な
ど
で
は
、
ク
イ
ズ
や
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

高
校
の
文
化
祭
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
高
校
生
と
の
交
流
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
モ

デ
ル
地
区
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
に

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

く

く

地域子どもサポート委員会

支援部会
学校・

公民館
活動部会

地域
啓発・広報

事業部会地域
の特色を生かした

地域の人材発掘と
その育成ならびに
人材バンクの設置

啓発のために講演
会を開催し、地域
情報誌を発行

子どもを対象に、
地域の特色を生か
した事業を実施



ことしから全市で始まった子どもサポート事業は、大人と子どもとの対話の場を創

り出し、世代間の交流を行うのが目的です。インターネットなどの発達により、子ど

もたちは多くの情報を持っています。しかし、体験が不足しているため情報を生かす

ことができません。世代を越えた交流は、子どもたちが情報を生かす方法を身に付け

る手助けになります。そして、子どもの自立を促すことにもつながります。

地域は、親子が気軽に参加できるような環境づくりをしなければなりません。例え

ば、自治会や育成会などで行っている催しを利用するのも１つの方法です。今まで行

っている催しの対象を広げることで、参加する機会を増やすことができます。また、

伝統文化や歴史を教えたり、防犯や防災活動などに参加したりして、子どもたちに地

域への関心を持ってもらうことも重要です。

地域内の交流を活発にする。そのためには、大人も勉強する必要があります。地域

のために使った労力や時間は、必ず地域の子どもに返ってきます。地域を１つの家と

して考え、子どもの話を聞く場を数多く用意する。この活動が継続すれば、大きな力

となります。今後は、それぞれの地域間で交流を持ち、それを地域に活用する仕組み

づくりも考えていきます。「子どもサポート」は、家庭の理解と協力なくしてはでき

ません。ぜひ、親子でいっしょに地域の催しに参加してみてください。

を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の
連
携
と

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

家
庭
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
生
活
能
力
を
は
ぐ
く
む
場
で

す
。
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
基
礎
と
な
る
確
か
な
学
力

や
、
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い

き
ま
す
。家
庭
と
学
校
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
生
き
て
い
く
た
め

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
参
加
す
る
。
そ
れ
が
「
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
」
の
第
一
歩
に
な

り
ま
し
た
。

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

モ
デ
ル
地
区
で
の
取
り
組
み

は
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
目

指
す
目
的
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
対
す
る

大
人
の
理
解
が
進
む
と
、
講
演
や

催
し
へ
の
参
加
者
が
拡
大
し
ま

す
。
催
し
を
実
行
す
る
際
に
必
要

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
中
学

生
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
活

動
場
所
を
作
り
出
し
ま
す
。
活
動

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
う

い
っ
た
大
人
た
ち
と
同
じ
地
域
に

暮
ら
す
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
や
、

人
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
や
が
て
、
地
域
に
欠
か
せ
な

い
活
動
へ
…
…
。地
域
の
活
動
は
、

し
だ
い
に
皆
さ
ん
の
生
活
に
根
づ

い
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
右

下
の
図
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
こ
と
。
こ
の
「
生
き
る

力
」
と
は
、
単
な
る
生
命
力
で
は

な
く
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

に
必
要
な
基
礎
を
身
に
付
け
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
社
会
は
、
子

ど
も
た
ち
に
体
験
や
交
流
の
場
を

提
供
し
ま
す
。
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
が
相
互
に
連
携
・
協
力
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
健
や
か
に
育

っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
は
地
域
を
映
す
鏡

今
年
度
か
ら
、
い
よ
い
よ
市
内

全
域
、
十
四
地
区
で
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

川越市地域子どもサポート本部長・栗
くり

原
はら

博
ひろ

司
し

さん（68歳・岸
きし

町
まち

１丁目）
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子
ど
も
と
の
対
話
の
場
を

作
り
出
す
の
が

「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
」

子どもの
生きる力

地域社会

家庭 学校

生活能力の育成
確かな学力

資質・能力
基本的な生活

習慣

地域ならではの特色

交流

体験

歴史・
文化
の継承

　川
越・
地域

子ど
もサ
ポー
ト

　 推
進事
業

の育成



子どもサポート事業とは、単に子育てに関する問題にとどまりません。地域自体の

改革にもつながります。できるときにできることをするのが、サポートのあるべき姿

です。見守るだけ、声をかけるだけでもいいのです。多くの人がかかわることに意味

があります。子どもサポートを通じて、市全域で地域住民の皆さんの意識を改革し、

地域そのものを改革しようとする試みは、全国的にも川越だけでしょう。

欧米社会は「個の社会」といわれていますが、個人主義なのではありません。自己

責任で活動しますが、必要なときには人が集まります。そして、ボランティアなどの

社会活動を高く評価します。例えばイタリアは、日本と同様に共稼ぎが多く少子化が

進んでいます。しかし学校が終わっても、子どもたちに宿題・サッカー・料理などを

教えるボランティアが数多く存在します。親のためのガイドブックもあります。乳幼

児を含めたすべての子どもが、地域のボランティアによって支えられているのです。

東京国際大学を含め、市内には４つの大学があります。これからの大学に求められ

るのは、教育・研究・地域貢献です。地域の資源として大学を活用し、世代間や異文

化との交流を進めてほしいと思います。ミネソタ州（米国）には、公共施設などに

「Proud Of Our Kids!（私たちの子どもたちは私たちの誇り！）」と書かれた立て札

があります。これが、「子どもサポート」の最大の理念ではないでしょうか。

の
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
子
育

て
の
た
め
に
地
域
の
力
を
十
分
に

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

は
、
家
庭
を
含
め
た
そ
の
地
域
に

住
む
皆
さ
ん
と
、
学
校
・
社
会
教

育
施
設
・
自
然
・
伝
統
行
事
な
ど

に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。
地

域
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
と

出
会
い
、
い
っ
し
ょ
に
体
験
を
す

る
こ
と
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が

社
会
性
を
身
に
付
け
る
、
大
き
な

手
助
け
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
通
じ

て
、
地
域
が
子
ど
も
た
ち
に
関
心

を
持
ち
、
出
会
い
や
体
験
の
場
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
こ
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に

も
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
、

き
っ
と
で
き
る
は
ず
。
地
域
に
住

む
皆
さ
ん
の
力
は
、
そ
こ
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
そ
の
も
の

も
、
み
ん
な
が
楽
し
く
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

東京国際大学副学長・遠
えん

藤
どう

克
かつ

弥
や

さん
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地域子どもサポート委員会と、連携する公民館など

川
越
だ
け
の
試
み
。

「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
」
で

地
域
を
改
革
す
る

地区名 公民館など 中学校 小学校

中央公民館 川越第一中学校
川越第一小学校

中央地区
中央図書館 富士見中学校

中央小学校
仙波小学校

北公民館 川越小学校
中央北地区 市立博物館 初雁中学校 月越小学校

市立美術館 今成小学校
芳野地区 芳野公民館 芳野中学校 芳野小学校
山田地区 山田公民館 山田中学校 山田小学校

南公民館 城南中学校
泉小学校

中央南地区
川越駅東口図書館 野田中学校

大塚小学校
新宿小学校

大東公民館 大東中学校
大東東小学校

大東地区
大東南公民館 大東西中学校

大東西小学校
武蔵野小学校

福原地区 福原公民館 福原中学校 福原小学校

高階中学校
高階小学校

高階公民館 寺尾中学校
高階南小学校

高階地区
高階南公民館 砂中学校

高階北小学校

高階西中学校
高階西小学校
寺尾小学校

古谷地区 古谷公民館 東中学校
古谷小学校
古谷東小学校

南古谷地区 南古谷公民館 南古谷中学校
南古谷小学校
牛子小学校

川鶴地区 川鶴公民館 川越西中学校 川越西小学校

霞ケ関中学校
霞ケ関小学校

霞ケ関地区 霞ケ関公民館
霞ケ関西中学校

霞ケ関南小学校
霞ケ関西小学校

霞ケ関北公民館
霞ケ関北小学校霞ケ関北地区 伊勢原公民館 霞ケ関東中学校
霞ケ関東小学校西図書館

名細公民館 名細中学校
名細小学校

名細地区
下広谷南公民館 鯨井中学校

上戸小学校
広谷小学校

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
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市では、被爆地・広島市で行われる平和記念式典への参加者を募集します。これは、式典への参加のほ

か、平和資料館や原爆ドームなどを見学することにより、平和の尊さを学び、平和への思いを新たにする

ことを目的としています。

旅費・宿泊費などは市が負担しますが、参加費のほかにも諸雑費として一部経費がかかります。また、

この事業の行程はすべて団体行動です。途中からの参加・別行動はできません。なお、過去に参加した方

の応募はご遠慮ください。

日程…８月５日析～６日隻（１泊２日）

定員…15人（抽せん）

応募資格（次の要件をすべて満たす方）…市内在住で中学生以上$健康で団体行動ができる$７月31日

席の事前研修に参加できる

参加条件…参加後に感想文（800字程度）を提出

参加費…5,000円

宿泊…広島市内のホテル

応募方法…ハガキ（１人１枚）に住所・氏名（ふりがな）・生年月日・年齢・職業・電話番号を明記し、

６月16日昔（消印有効）までに〒350－8601川越市役所総務課「広島平和記念式典」係

問い合わせ…総務課総務係・℡内線2211

広広広広島島島島平平平平和和和和記記記記念念念念式式式式典典典典へへへへのののの
参参参参加加加加者者者者をををを募募募募集集集集ししししまままますすすす



昨
年
、
娘
夫
婦
が
車
を
買
い

替
え
る
に
あ
た
り
、
車
の

ナ
ン
バ
ー
を
孫
の
誕
生
日
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
我わ

が
家
で
も
暮
れ

に
主
人
が
車
を
買
い
替
え
、
娘
夫

婦
の
ま
ね
を
し
て
車
の
ナ
ン
バ
ー

を
自
分
の
誕
生
日
に
し
た
と
言
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
家

族
に
お
か
し
い
と
言
わ
れ
変
更
し

ま
し
た
。
主
人
の
誕
生
日
は
１
月

10
日
。
１
１
０
番
。

匿
名
希
望

わ
が
家
は
、
一
昨
年
の
十
月

に
新
古
車
を
購
入
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
自
分
で
ナ
ン
バ
ー

を
選
べ
る
こ
と
を
知
り
、
家
族
四

人
で
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
女
の
提
案
が
一い

ち

番ば
ん

良よ

い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

四
人
の
誕
生
月
を
、
私
は
６
月
で

６
を
、
妻
は
11
月
で
１
を
、
長
女

は
３
月
で
３
を
、
二
女
は
５
月
で

５
を
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
数

字
を
見
た
目
良
く
並
べ
ま
し
た
。

原
弘
（
新
宿
町
五
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

今
回
は
、
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー

を
決
め
る
と
き
に
誕
生
日
や
誕
生

月
を
参
考
に
し
た
、
と
い
う
お
便

り
を
二
通
紹
介
し
ま
し
た
。
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毎週水曜日、本庁舎などの一斉消灯にご協力ください

本市は平成８年度から１％節電運動（現在は、

１％プラスワン運動）を開始し、同７年度と比較

したこの10年間で、電気料金を約10億700万円

節約しました。これにより、二酸化炭素の排出量

が約6,880トン削減され、地球温暖化対策に効果

を上げてまいりました。

また、同節電運動で節約した税金を太陽光発電

の公共施設への導入、住宅用太陽光発電への補助

制度などに還元してまいりました。

しかし、地球温暖化を防止するためには、さら

に一歩進んだ対応策が必要であります。

そこで、毎週水曜日に実施している「ノー残業

デー」の確実な実施と節電運動をさらに推進する

ため、ノー残業デーの夜に一斉消灯を実施して、

さらなる節電を進めることにします。

ノー残業デーといいましても、事務を中断でき

ない部署もあります。また、市民サービスの低下

を招いてはいけません。市民の皆さんに影響がな

いように、毎週１回水曜日のノー残業デーの午後

６時に一斉消灯し、必要がある部署はその後にあ

らためて点灯することとします。

当面、本庁舎・東庁舎・分室を対象に、７月５

日の第１水曜日からの実施を目指しております。

ノー残業デーの消灯効果ですが、一斉消灯が

50％実施されたと仮定しますと、１年間で電気

使用量約7,000kwh節電される計算です。

１％節電運動も最初の１年間で５％の節電がで

きました。したがって少しずつでも積み重ねが大

切と思います。市民の皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

市市市市長長長長通通通通信信信信 第２号

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ

ァ
ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

こ
の
自
動
車
希
望
ナ
ン
バ
ー
制

は
、
平
成
十
年
に
一
部
の
地
域
で

始
ま
り
、
同
十
一
年
に
は
全
国
に

拡
大
し
ま
し
た
。
同
十
七
年
か
ら

は
軽
自
動
車
に
も
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
お
便
り
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
自
分

に
ま
つ
わ
る
数
字
を
ナ
ン
バ
ー
に

し
て
い
る
、
と
い
う
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
と
し
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
の
テ
ー

マ
は
「
ナ
ン
バ
ー
」
で
す
。
自
動

車
の
ナ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
、
数
字

に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
、
ナ
ン
バ
ー

に
ま
つ
わ
る
皆
さ
ん
の
お
便
り
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

川越市長　舟橋功一
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職
被
保
険
者
本
人
の
収
入
に
よ
り

生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者
（
内
縁

で
も
可
）
と
三
親
等
以
内
の
親
族

で
す
（
老
人
保
健
受
給
者
を
除

く
）。

＊
退
職
者
医
療
制
度
で
の
国
保
税

や
医
療
費
の
一
部
負
担
金
割
合
な

ど
は
、
一
般
被
保
険
者
と
同
じ
で

す
。

職
権
に
よ
る
適
用
に
つ
い
て

市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
一

般
被
保
険
者
で
、
厚
生
年
金
な
ど

の
年
金
支
払
者
か
ら
の
報
告
に
よ

り
、
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
る
年
金
受
給
者
（
本
人
の
み
）

は
、
職
権
に
よ
り
退
職
被
保
険
者

へ
の
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
退
職
者
本
人
へ
の
確
認

が
必
要
な
場
合
や
被
扶
養
者
認
定

の
確
認
が
必
要
な
場
合
に
は
、
退

職
者
本
人
の
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

職
権
に
よ
る
退
職
者
医
療
制
度

の
該
当
者
に
は
「
退
職
被
保
険
者

証
」
を
送
付
し
ま
す
。
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
送
付

さ
れ
た
「
退
職
被
保
険
者
証
」
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
保

資
格
係
・
℡
内
線
２
４
７
９

退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
す
る
方
は
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
は
、
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
制
度
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
被
扶
養
者
の
医
療
費
の

一
部
を
社
会
保
険
制
度
か
ら
の
交

付
金
で
賄
う
制
度
で
す
。

市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
一

般
被
保
険
者
で
、
次
の
対
象
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
国

保
年
金
課
（
本
庁
舎
二
階
）
・
出

張
所
・
連
絡
所
へ
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
要
件

①
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
者

で
、
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上

②
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
者

で
、
加
入
期
間
が
四
十
歳
以
降

に
十
年
以
上

＊
た
だ
し
、
①
②
共
に
老
人
保
健

該
当
者
は
除
き
ま
す
。

＊
被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
同
じ
世
帯
で
、
主
に
退

男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す

六
月
二
十
三
日
昔
〜
二
十
九
日
斥
は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
。
こ
の
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
、
国
は
平
成
十
三
年
に
、
六
月
二
十
三
日
か
ら
の
一
週
間
を
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

こ
と
し
の
標
語
は
「
参
画
で
職
場
に
活
気
家
庭
に
ゆ
と
り
」。
こ
の
時
期
に
は
、
全
国
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
父
親
と
し
て
育
児
に
か
か
わ
り
、
そ
の
大
切
さ
を

説
い
て
い
る
、
東
京
大
学
教
授
・
汐し

お

見み

稔と
し

幸ゆ
き

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、
次
の
と
お
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
…
参
画
座
（
川
越
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
）
に
よ
る
寸
劇

講
演
…
「
イ
ク
ジ
な
し
！
　
と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
　
〜
男
が
す
る
育
児
の
話
〜
」

日
時
…
７
月
１
日
析
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
開
場
＝
午

後
１
時
）

会
場
…
や
ま
ぶ
き
会
館

定
員
…
先
着
五
百
人

申
し
込
み
…
６
月
14
日
戚
か
ら
、
整
理
券
を
男
女
共
同
参
画
課

（
本
庁
舎
三
階
）
・
女
性
会
館
・
出
張
所
・
連
絡
所
・
本
川
越

駅
証
明
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
で
配
布

＊
手
話
通
訳
・
託
児
（
二
歳
以
上
）
が
あ
り
ま
す
。
託
児
希
望
者
は
、
六
月
二
十
三
日
昔
ま
で
に
男

女
共
同
参
画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
男
女
共
同
参
画
課
男
女
共
同
参
画
担
当
・
℡
内
線
２
４
４
１

汐見稔幸さん汐見稔幸さん汐見稔幸さん
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耐
震
改
修
を
行
っ
た
場

合
、
固
定
資
産
税
を
減

額
し
ま
す

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

一
定
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資

産
税
（
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
相

当
部
分
ま
で
）
を
以
下
の
と
お
り

減
額
し
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
の
完
了
時
期
と
固

定
資
産
税
減
額
措
置
の
内
容

平
成
十
八
〜
二
十
一
年
…
三
年
間

二
分
の
一
に
減
額

同
二
十
二
〜
二
十
四
年
…
二
年
間

二
分
の
一
に
減
額

同
二
十
五
〜
二
十
七
年
…
一
年
間

二
分
の
一
に
減
額

●
主
な
要
件

①
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前

か
ら
所
在
す
る
住
宅
で
あ
る
こ

と
②
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

耐
震
改
修
で
あ
る
こ
と

③
耐
震
改
修
に
係
る
工
事
費
用
が

三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

耐
震
改
修
工
事
完
了
後
、
三
か

月
以
内
に
証
明
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
な
お
証
明
書
は
、
地
方
公
共
団

体
・
登
録
さ
れ
た
建
築
士
事
務
所

に
属
す
る
建
築
士
・
指
定
確
認
検

査
機
関
・
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
い
ず
れ
か
に
発
行
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
家
屋

係
・
℡
内
線
２
３
６
８

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
届
け
出
を

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

一
月
一
日
に
所
有
す
る
建
物
に
か

か
り
ま
す
。
こ
と
し
一
月
二
日
以

降
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

年
内
に
届
け
出
が
あ
れ
ば
、
来
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。

登
記
を
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り

壊
し
た
場
合
は
、
法
務
局
に
滅
失

登
記
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐

車
場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地

の
固
定
資
産
税
が
増
額
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
届
け
出
…
未
登
記

の
家
屋
＝
資
産
税
課
家
屋
係

（
本
庁
舎
二
階
）
・
℡
内
線
２

３
６
８
▼
登
記
し
て
あ
る
家

屋
＝
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川

越
支
局
・
℡
２
４
３-

３
８
２

４

川越市DV防止対策ネットワーク会議を設置
５月19日、

ドメスティッ

ク・バイオレ

ンス（ＤＶ）

の防止と、被

害者保護のた

め、関係機関

の連携を図る

組織として市は、県や警察署をはじめ弁護士会・医師会などから

推薦された委員で構成する、川越市ＤＶ防止対策ネットワーク会

議を設置しました。

第三次川越市男女共同参画基本計画の重点施策の１つである、

ＤＶなどの相談体制を充実するとともに、被害者を支援する体制

を整備充実していくため、関係機関の連携を強化していきます。

問い合わせ…男女共同参画課男女共同参画担当・℡内線2441

５月19日に行われた会議の様子５月19日に行われた会議の様子５月19日に行われた会議の様子

道路交通法の一部改正により、放置
違法駐車対策が強化されました

総合交通政策課交通安全指導係・℡内線3264

・放置駐車違反車両の確認事務が民間委託されます

・市内では、川越駅・本川越駅・霞ケ関駅・南大塚駅・霞ケ関北

地区角栄商店街周辺が重点地域となっています

・交通事故防止および交通円滑化のため、違法駐車はやめましょ

う

詳しくは、川越警察署交通課（℡224－0110）にお尋ねくだ

さい。また、埼玉県警察本部のホームページでもお知らせしてい

ます。

アドレス＝http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
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高
齢
者
自
転
車
免
許
試

験
を
開
催
し
ま
す

自
転
車
を
運
転
す
る
高
齢
者
の
皆

さ
ん
へ

高
齢
者
の
自
転
車
に
よ
る
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自

転
車
運
転
の
安
全
性
を
警
察
官
と

い
っ
し
ょ
に
確
認
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
六
十
五
歳
以
上
で
、
会
場
に

自
転
車
で
来
る
こ
と
が
可
能
な
方

な
ら
、
無
料
で
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時
…
７
月
３
日
席
、
午
後
２
時

〜
（
雨
天
中
止
）

＊
受
け
付
け
は
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
。

会
場
…
東
武
か
す
み
自
動
車
教
習

所
（
霞

か
す
み

ケが

関せ
き

東
ひ
が
し

二
丁
目
）

持
ち
物
…
縦
三
セ
ン
チ
×
横
二
・

四
セ
ン
チ
の
顔
写
真
一
枚

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…
電
話

で
川
越
警
察
署
交
通
課
（
℡
２

２
４-

０
１
１
０
）

■
講
習
の
内
容

教
習
所
の
コ
ー
ス
を
利
用
し

て
、
体
験
型
の
講
習
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
後
、
警
察
官
か
ら
、
安

全
運
転
の
講
話
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
通
じ
て
、
忘
れ
て
い
た
自

転
車
の
安
全
運
転
の
基
本
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
あ
な
た
の
自

転
車
運
転
を
点
検
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

交
通
安
全
指
導
係
・
℡
内
線
３

２
６
５

学
童
保
育
室
代だ

い

替が
え

指
導

員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

市
内
三
十
三
か
所
の
学
童
保
育

室
で
は
、
放
課
後
、
保
護
者
が
留

守
の
世
帯
の
低
学
年
児
童
を
預
か

り
、
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
童
保
育
室
で
人
手
が
不

足
し
た
と
き
に
、
保
育
の
手
伝
い

を
す
る
代
替
指
導
員
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

人
出
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
学
童
保
育
室
の
近
隣
に
在
住

で
、
登
録
を
し
た
方
に
連
絡
し
ま

す
。
都
合
を
確
認
し
、
支
障
の
な

い
範
囲
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

対
象
…
保
育
士
・
教
員
な
ど
の
資

格
を
持
つ
方
ま
た
は
子
育
て
経

験
が
あ
る
方

時
給
…
千
円
（
交
通
費
な
ど
は
支

給
し
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
…
教
育
財
務
課
（
東
庁

舎
二
階
）に
履
歴
書
を
持
参
し
、

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
学
童

保
育
係
・
℡
内
線
２
８
３
５

南大塚自治会区域には豊
とよ

田
だ

本
ほん

・豊
とよ

田
だ

新
しん

田
でん

・

藤
ふじ

倉
くら

・大
おお

塚
つか

新
しん

田
でん

などの地名が入り組み、地番

も混在しています。これを解消する方法に町

名地番整理があります。自治会役員が「南大

塚地区町名地番整理連絡会」を発足させ、下

表のとおり説明会を開催します。

どなたでも参加できます。直接会場にお越

しください。

説明会日程

問い合わせ…まちづくり推進課町名地番地籍
担当・℡内線3226

日　時 会　場

６月18日隻
午前10時～正午

大東南公民館
午後 １時～３時

２日隻
午前10時～正午
午後 １時～３時 大東公民館

７月 ９日隻 午前10時～正午

15日析
午前10時～正午

大東南公民館
午後 １時～３時

南大塚地区町名地番整理の説明会
のお知らせ

●

●

●
●

●

●

●

大塚小学校

武蔵野
小学校

川越少年刑務所川越少年刑務所川越少年刑務所

南大塚駅

大東南公民館大東南公民館大東南公民館

国道
16
号

川越南高校川越南高校

大東中学校大東中学校大東中学校

大東出張所大東出張所
・公民館・公民館
大東出張所
・公民館

関越自動車道

町名地番整理
の対象地区

川越インター川越インター
チェンジチェンジ
川越インター
チェンジ

狭山市

町名地番整理該当地区図
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「
川
越
市
中
学
生
社
会
体

験
事
業
」
を
行
い
ま
す

職
場
体
験
・
福
祉
体
験
に
挑
戦

「
川
越
市
中
学
生
社
会
体
験
事

業
」
を
、
今
年
度
も
す
べ
て
の
市

立
中
学
校
で
行
い
ま
す
。

の
受
け
入
れ
依
頼
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
体
験
活
動
場
所
と

し
て
協
力
可
能
な
場
合
は
、
学
区

内
の
中
学
校
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

実
施
予
定
時
期
と
中
学
校
名(

実

十
二
月
…
高
階
西
・
山
田

来
年
一
月
…
名
細
・
鯨
井

同
二
月
…
富
士
見
・
野
田
・
城

南
・
南
古
谷
・
高
階
・
寺
尾
・

福
原
・
霞
ケ
関
・
霞
ケ
関
東

問
い
合
わ
せ
…
教
育
指
導
課
指
導

係
・
℡
内
線
２
９
２
５

こ
の
事
業
は
、
中
学
生
が
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
自
立
心
を
養
い
、
仕
事
に
対

す
る
考
え
方
や
働
く
に
当
た
っ
て

の
基
本
的
な
資
質
や
能
力
を
育
成

す
る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。
各
中
学
校
か
ら
中
学
生

施
期
間
は
、
中
学
校
が
定
め
た
二

日
ま
た
は
三
日
間)

七
月
…
初
雁
・
砂
・
大
東
西
・
川

越
西

十
月
…
東

十
一
月
…
川
越
第
一
・
芳
野
・
大

東
・
霞
ケ
関
西

食中毒菌は、身の回りのあらゆる所に潜んでいます。家庭でも、毎年多

くの食中毒が発生しています。下記のチェックポイントを確認して、家族

の健康を守りましょう。

チチェェッックク①① 食材は安全ですか？
食品衛生は買い物の時から始まっています

・消費期限を確認し、新鮮な物を買う

・生肉や魚介類は、水分が漏れないようにビニール袋に小分けする

・生鮮食品はすぐに持ち帰り、冷蔵庫に入れる

チチェェッックク②② 正しく保存していますか？
食中毒菌は冷蔵や冷凍では死にません

・冷蔵庫や冷凍庫を過信せず、早めに食べるようにする

・冷蔵庫に食品を詰めすぎない

チチェェッックク③③ きちんと手を洗っていますか？
手には見えない食中毒菌が……

・指輪や腕時計は外し、ていねいに手を洗う

・調理の前後だけでなく、小まめに手を洗う

・傷がある指やばんそうこうをした指で食品に触れない

チチェェッックク④④ キッチンは清潔ですか？
不潔な場所は雑菌の温床です

・ごみや汚れをためない

・まな板と包丁は、生肉・魚用と野菜用で分ける

・調理器具は小まめに洗い、消毒する

チチェェッックク⑤⑤ しっかり調理しましたか？
食中毒菌をやっつけましょう

・加熱調理する食品は、十分に火を通す

・魚は真水でよく洗う

・調理中に生肉や魚から出た水分が、ほかの食材にかからないように気を

付ける

チチェェッックク⑥⑥ 食品を放置していませんか？
室内は食中毒菌にとっても居心地のいい場所です

・食卓に放置せず、すぐ食べる

・温め直すときは十分に加熱する

・時間のたった物は思い切って捨てる

以上のことに注意するとともに、休養を十分に取り、体調を整え、食中

毒菌に負けない抵抗力を養っておくことも大切です。

問い合わせ…食品・環境衛生課食品衛生係・℡227－5103

これから蒸し暑い季節……

食中毒に気を付けましょう
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市
県
民
税
納
税
通
知
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

自
営
業
者
や
年
金
所
得
者
な

ど
、
個
人
納
付
の
皆
さ
ん
に
、

「
平
成
十
八
年
度
市
民
税
・
県
民

税
納
税
通
知
書
」を
発
送
し
ま
す
。

同
通
知
書
の
二
ペ
ー
ジ
に
、

「
所
得
・
控
除
の
明
細
書
」
が
と

じ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

税
制
改
正
に
よ
る
平
成
十
八
年
度

得
金
額
が
百
二
十
五
万
円
以
下

の
方
に
つ
い
て
は
、
個
人
市
県

民
税
の
所
得
割
・
均
等
割
の
三

分
の
二
を
減
額
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す

④
個
人
市
県
民
税
所
得
割
に
適
用

さ
れ
て
い
る
定
率
控
除
が
、
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
（
限
度
額
四
万

円
）
か
ら
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

（
限
度
額
二
万
円
）
に
縮
減
さ

れ
ま
す

⑤
均
等
割
を
納
め
る
夫
と
生
計
が

の
個
人
住
民
税
の
主
な
改
正
点

①
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
、
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
の

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

②
老
年
者
控
除
（
住
民
税
四
十
八

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す

③
六
十
五
歳
以
上
で
合
計
所
得
金

額
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
方

に
対
す
る
市
県
民
税
の
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
昨
年
一
月
一
日
時
点
で
六

十
五
歳
に
達
し
て
い
て
合
計
所

市民と市政の信頼関係を築くために

川越市オンブズマン
平成17年度運営状況報告
公正で信頼される市政を推進するため、平成９年８月に

設置された「川越市オンブズマン制度」。市政への苦情や不

服を公正・中立な立場から解決を図るオンブズマンの、平

成17年度運営状況をお知らせします。

苦情申し立ての受け付け状況
平成17年度に受け付けた苦情申し立て件数は、10件です。

苦情申し立ての処理状況
調査が終了したものは７件です。

調査を終了したもの
①行政の不備がないもの

選挙管理委員会への取るべき姿勢に対する是正措置について

総合交通政策課の対応について

上下水道料金について

知的障害者宿泊施設の建設について

委託料の返還について

選挙用ポスターの印刷枚数について

②申し立ての趣旨に沿ったもの（希望付記）

要介護認定について

調査継続中のもの
武家屋敷について（３件）

苦情申し立ての手続き
市政に対する苦情で、申立人自身の直接の利害にかかわ

るものであれば、どなたでも申し立てることができます。

ただし、判決などで確定したものや市議会に関することな

ど、受け付けられない場合もありますので、あらかじめ広

聴広報課にお尋ねください。

申し立ては、広聴広報課（本庁舎４階）および出張所窓

口に備え付けの「苦情申立書」に、必要な事項を記入し提

出してください。オンブズマン会議あてに郵送することも

できます。

問い合わせ…広聴広報課広聴担当・℡内線2121

■分野別件数 ■所管別件数

教育・文化 3件
福祉 2件
道路・交通 1件
施設運営 1件
議会・選挙 2件
その他 1件
合　計 10件

保健福祉部 2件
まちづくり部 1件
生涯学習部 4件
上下水道局 1件
選挙管理委員会 2件
合　計 10件

こ
と
し
の
川
越
ま
つ
り

十
月
十
四
日
析
・
十
五
日
隻
に
開
催

川
越
ま
つ
り
は
平
成
九
年
以
降
、
十
月
の
第
三
土
・
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、
十
月
十
四
日
・
十
五
日
が
土
・
日
曜

日
に
当
た
る
た
め
、
こ
の
両
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
観
光
課
観
光
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
７
３
１

同
一
で
あ
る
妻
の
均
等
割
の
非

課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
市
民
税

第
一
係
・
℡
内
線
２
３
４
３
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世　帯　構　成 全額免除
一　部　納　付

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
４人世帯（夫婦・16歳未満の 162万円 230万円 282万円 335万円
子２人） （257万円） （354万円） （420万円） （486万円）

２人世帯（夫婦のみ）
92万円 142万円 195万円 247万円

（157万円） （229万円） （304万円） （376万円）

単身世帯
57万円 93万円 141万円 189万円

（122万円） （158万円） （227万円） （296万円）

免除対象となる所得（収入）の目安（平成18年度）

＊２人世帯と４人世帯は夫婦どちらかのみに所得がある世帯としての試算です。
＊社会保険料控除などの控除額は個人により異なるため、この表はあくまでも目安です。
＊若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生納付特例は半額免除の単身世帯と同基準になります。

全額免除
一　部　免　除

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除 若年者納付特例 学生納付特例
納付額 な　し 3,470円 6,930円 10,400円 な　し

所得審査対象者 本人・配偶者・世帯主 本人・配偶者 本人のみ

老齢基礎年金
受給資格期間に入ります

を請求する時には

老齢基礎年金の計 承認期間の３分の 承認期間の２分の 承認期間の３分の 承認期間の６分の
算入されません

算では １が算入されます １が算入されます ２が算入されます ５が算入されます

障害・遺族年金を
免除期間は納付済みとして扱います

請求するときには

＊免除を受けた期間の保険料は10年以内であれば、さかのぼって納めることができます。ただし、免除を受けた年度から
２年を経過した分については、当時の保険料額の経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

７月から始まります
今年度分の国民年金保険料免除申請（全額免除・半額免除・若年者納付猶予と、ことしから始まる４分の３免

除・４分の１免除）の受け付けが７月３日席から始まります。保険料の免除・納付猶予を希望する方は、年金手帳

と印鑑を持参し、国保年金課（本庁舎２階）・出張所・連絡所で申請してください。申請後は、社会保険事務所で

審査・決定を行い、結果通知が申請者に送付されます。

平成17年度に翌年度以降の継続申請をした方へ
昨年度の申請時に翌年度以降の継続申請を希望し、全額免除または若年者納付猶予が承認された方は、今年度分

の申請は必要ありません。今年度分の継続申請の結果は、社会保険事務所から通知書が送付されます。

免除の対象
・前年の所得が一定以下

・前年度以降の失業や天災などにより、保険料を納めることが著しく困難である（申請者・配偶者・世帯主が昨年

３月31日以降に失業している場合は、離職票など退職の事実がわかる書類を持参してください）

＊前年の所得によって審査を行うため、必ず申告をしてください。

ことしから４段階の免除制度が始まります
これまでの全額免除と半額免除に加え、保険料の４分の３免除と４分の１免除ができ、４段階免除制度が始まり

ます。これにより、所得に応じた免除制度が利用でき、保険料を納めやすくなります。

＊４分の３免除・半額免除・４分の１免除は納め忘れがあると、未納扱いになります。

国民年金保険料免除申請の受け付け
が始まります

免除申請が承認された場合

問い合わせ…国保年金課国民年金係・℡内線2481
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第28回全国伝統的建造物群保存地区協議会
総会・研修会が川越市で開催されました

開会にあたり、あいさつをする舟橋市長開会にあたり、あいさつをする舟橋市長開会にあたり、あいさつをする舟橋市長

重伝建地区に住む皆さんが参加した住民研修会

記念講演を行った福川裕一さん記念講演を行った福川裕一さん記念講演を行った福川裕一さん

蔵造り資料館を見学する参加者の皆さん蔵造り資料館を見学する参加者の皆さん蔵造り資料館を見学する参加者の皆さん

現在、多くの観光客でにぎわう蔵造りの町並み周

辺は、国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建地

区）に選定されています。現在全国には、北は北海

道の函
はこ

館
だて

市から南は沖縄県の竹
たけ

富
とみ

町
ちょう

まで、67市町村

78地区の重伝建地区があります。

全国伝統的建造物群保存地区協議会は、重伝建地

区を持つ市町村が集まり、昭和54年に発足しました。

歴史的町並みを保存するための、情報を収集・蓄積

し、これらを会員相互で共有するため、総会・研修

会などさまざまな事業を行っています。

ことしは５月24日～26日の３日間、川越市で第28

回全国伝統的建造物群保存地区協議会総会・研修会

が開催されました。重伝建地区市町村関係者や同地

区内で生活している皆さんなど、およそ300人が一堂

に会しました。

総会・研修会の目的
①講演会・事例発表などによって、重伝建地区の保存

整備に関する調査研究を推進する

②意見交換会によって、現在住民が抱えている問題点

を解決するヒントを得て、住民どうしの共通認識や

連携を深める

③現地見学会によって、川越の保存と活用の事例を知

ってもらうとともに、川越をＰＲする

24日は総会と研修会・記念講演が行われました。

住民研修会では、下
しも

郷
ごう

町
まち

大
おお

内
うち

宿
じゅく

（福島県）と南
な

木
ぎ

曽
そ

町
まち

妻
つま

籠
ご

宿
じゅく

（長野県）の事例が発表されました。記念

講演では、長年川越の町並みを研究している、千葉

大学教授の福
ふく

川
かわ

裕
ゆう

一
いち

さんが「川越一番街まちづく

り・これまでとこれから」と題し講演を行いました。

25日・26日は、市内重伝建地区や文化財を見学し

ました。参加した皆さんは、蔵造りなど川越の町並

みを見て歩き、保存や活用方法についての話に、熱

心に耳を傾けていました。

また、24日と25日に郷土芸能実演があり、川越の

重伝建地区内の囃子連である幸町囃子会による川越

祭りばやしと、川越の名所などを織り込んだ詞に

曲と振りを付けた、長唄「四季の川越」が参加した

皆さんに披露されました。

問い合わせ…文化財保護課伝建地区担当・℡内線
2862
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事
例父

が
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
、
自
分
あ
て
に
弁
護
士
か
ら
通

知
書
が
届
い
た
。
弁
護
士
は
代
理
人
を
名
乗
り
、「
故
人

は
百
万
円
の
借
金
が
あ
り
、
遺
産
相
続
人
に
返
済
義
務
が

あ
る
。
一
週
間
以
内
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
が
な
け
れ

ば
強
制
執
行
を
行
う
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
生
前

の
父
か
ら
借
金
の
話
は
、
誰
も
聞
い
て
い
な
い
。

通
知
書
を
よ
く
見
る
と
、
弁
護
士
の
住
所
が
通
知
書
と

封
筒
と
で
異
な
っ
て
い
た
。
疑
問
に
思
い
、
弁
護
士
会
に

問
い
合
わ
せ
る
と
弁
護
士
の
住
所
・
電
話
番
号
が
違
う
ほ

か
不
審
な
点
が
多
く
、
調
べ
る
と
偽
り
の
通
知
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
新
手
の
架
空
請
求
の
一
例
で
す
。
ほ
か
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
、
悪
質
な
架
空
・
不
当
請
求
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
の
通
知
が
来
て
も
、
う
の
み
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
問
い
合
わ
せ
る
場
合
も
、
請
求
元
に
直
接
連
絡
を
取
る

前
に
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
直
接
話
を
す
る
と
、
相
手
の
思
う
つ
ぼ
に
は
ま
り
、

詐
欺
に
あ
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

故
人
の
借
金
の
請
求
が

届
い
た
が
…

135

子どものころ、食べ物を
粗末にしないようにと、し
かられた経験はありません
か？　「もったいない」と
思う気持ちが、ごみを出さ
ないようにくふうするきっ
かけになります。料理は食
べられる分だけ作るなど、
ちょっとした心がけで食べ
物のごみは少なくなりま
す。

もし、おかずが余ってし

まったら、冷凍保存やほか

の料理にアレンジしてみま

しょう。食材は賞味期限内

に使い切り、大根などの野

菜の皮は捨てずにきんぴら

やスープにするなど……。

むだなく使い切ることでご

みの量が減っていきます。

週に１度「冷蔵庫クリーン

デー」を決めて、残ってい

る食材で新メニューに挑戦してはいかがでしょうか。

なお、生ごみの水分はごみの重さと悪臭の原因の１

つです。水けをよく切ってから捨てましょう。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2635

もったいないから、ごみ減らし！
食生活におけるごみ減量のくふう！

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

な
ど
で
す
。

飼
い
主
の
皆

さ
ん
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ

う
に
ふ
だ
ん
か

ら
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

「
犬
や
猫
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
場
合
に
は
、

ほ
か
に
飼
育
が
で
き
る
人
を
探
す
な
ど

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。「
人
が
通
る
た

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情

内
閣
府
が
、
実
施
し
た
「
動
物
愛
護

に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、

「
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
の
放
置
な
ど
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
と
感
じ
て
い

る
人
が
61
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
ま
し
た
。

実
際
に
保
健
所
に
は
、
犬
と
猫
に
か

か
わ
る
苦
情
や
相
談
が
年
間
五
百
件
以

上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、

「
捕
獲
依
頼
」「
引
き
取
り
依
頼
」「
鳴

き
声
」「
放
し
飼
い
」「
ふ
ん
尿
関
係
」

び
に
犬
が
鳴
く
」
と
い
う
場
合
に
は
、

道
路
か
ら
離
れ
た
所
に
犬
を
つ
な
ぐ
、

ま
た
は
犬
舎
の
向
き
を
変
え
た
り
、
移

動
し
た
り
な
ど
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
犬
の
放
し
飼
い
」
は
、
県

条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
綱

や
鎖
で
つ
な
ぐ
か
、
お
り
な
ど
の
囲
い

の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
時
に
は

必
ず
つ
な
い
で
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
以
外
の

場
所
で
は
、
絶
対
に
犬
を
放
さ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

L i fe
with
pets



●機材の貸し出し
選挙管理委員会では「目指せ！　投票率51％」活動の１つとして、投票箱・投票用紙記載

台・くじ棒などの選挙機材の貸し出しを行っています。小学校での児童会選挙や中学校・高校で
の生徒会選挙で、これらの機材を実際に使用して、児童・生徒
の皆さんが選挙を身近に感じることを目的にしています。選挙
用機材は、皆さんの投票によって選考する「まちかど審査会」
などにも使われています。自治会などで投票を行う際には、ぜ
ひ一度ご利用ください。
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投票率向上のために 選挙管理委員会事務局・℡内線3712

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
①

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

き
ょ
う
は
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

の
虐
待
の
問
題
は
こ
う
考
え
る
の
が
正

解
で
あ
る
と
か
、
こ
う
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
か
い
う
も
の
で
は
な
い
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
今
こ
う
考

え
て
い
ま
す
が
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま

す
か
と
い
う
、そ
う
い
う
問
題
で
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
よ
っ
て
も
、
女
性

か
男
性
か
に
よ
っ
て
も
、
立
場
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
こ
と
は
非
常
に
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
ケ

ー
ス
の
お
話
を
し
て
、
虐
待
ケ
ー
ス
に

私
と
同
じ
よ
う
に
遭
遇
し
て
い
た
だ
い

て
、
私
の
体
験
を
共
有
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
ケ
ー
ス
で
す
。
生
後
三
か
月

の
子
ど
も
が
自
宅
で
餓
死
を
し
ま
し

た
。
別
に
何
不
自
由
の
な
い
、
普
通
の

家
族
で
す
。
そ
こ
で
な
ぜ
そ
ん
な
餓
死

が
起
こ
る
の
か
、
と
て
も
不
思
議
で
す

け
れ
ど
も
、
大
学
病
院
の
法
医
学
教
室

と
い
う
所
で
解
剖
さ
れ
て
出
さ
れ
た
鑑

定
は
「
原
因
不
明
の
栄
養
失
調
、
脱
水

に
よ
る
死
亡
」
と
い
う
、
と
て
も
不
思

議
な
鑑
定
で
し
た
。
警
察
は
と
て
も
悔

し
が
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い

で
し
ょ
う
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
警
察

の
方
が
私
の
と
こ
ろ
に
、
意
見
書
を
書

い
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。

と
て
も
不
潔
で
や
せ
細
り
、
い
ろ
ん

な
傷
が
あ
り
ま
し
た
。
頭
に
も
皮
膚
の

損
傷
が
あ
っ
て
、
皮
膚
が
無
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
ろ
っ
骨
骨
折
が
あ
っ
て
、
大
た
い

骨
も
骨
折
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
原

因
不
明
の
栄
養
失
調
で
あ
る
と
、
ち
ょ

っ
と
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
鑑
定
で

す
よ
ね
。
私
は
、
こ
の
子
ど
も
の
写
真

や
法
医
学
教
室
の
資
料
も
た
く
さ
ん
検

討
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
子
は
、
亡
く
な
っ
た
状
態

で
自
宅
で
発
見
さ
れ
て
病
院
に
担
ぎ
込

ま
れ
る
前
に
、
す
で
に
一
回
病
院
に
入

院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。（

つ
づ
く
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、

人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

記載台・投票箱記載台・投票箱記載台・投票箱

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」

市
で
は
、
ま
ち
の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
大
切
な
歴

史
的
資
産
を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
歴
史
的

な
建
物
の
保
存
を
し
て
い
ま
す
。
一
番
街
商
店
街
を
中

心
と
し
た
地
区
は
、
蔵
造
り
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的

な
建
造
物
が
数
多
く
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
十
一
年
か
ら
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て

厳
し
い
許
可
基
準
の
下
、
町
並
み
の
保
存
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
国
・
県
・
市
に
よ
る
指
定
文
化
財
は
平
成

十
七
年
度
末
で
二
百
二
十
七
件
に
上
り
、
文
化
財
保
存

補
助
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
八
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
登
録
文
化
財
制
度
で
は
、「
埼
玉
り
そ

な
銀
行
川
越
支
店
」
が
県
内
で
最
初
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
七
件
の
建
物
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
独
自
の
制
度
と
し
て
は
、
都
市
景
観
重
要
建
築
物

等
へ
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
の
都
市
景
観
条

例
に
基
づ
き
、
景
観
的
に
重
要
な
建
築
物
な
ど
を
指
定

し
、
市
が
保
存
に
関
す
る
技
術
的
・
資
金
的
援
助
を
行

い
、
建
物
の
所
有
者
に
維

持
保
存
し
て
も
ら
う
た
め

の
制
度
で
す
。
指
定
件
数

は
平
成
十
七
年
度
末
で
六

十
二
件
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
の
美
し
い
景
観
を

次
の
世
代
へ
残
す
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
歴
史
的
な
建

物
の
保
存
活
用
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

ま
ち
の
資
産
を
守
ろ
う

都市景観重要建築物・小川菊（左）と伊勢源都市景観重要建築物・小川菊（左）と伊勢源都市景観重要建築物・小川菊（左）と伊勢源



短
　
歌

四
元
仰
・
選

根ね

本も
と

太
く
く
ろ
ぐ
ろ
と
枝
め
ぐ
ら
せ
る
千ち

鳥ど
り

ケが

淵ふ
ち

の
桜
見
に
ゆ
く

上
原
み
ど
り(

砂
新
田
三
丁
目
）

久
し
く
同
期
の
会
の
開
か
れ
ず
帰
省
の
機
会
少
な
く
な
り
ぬ

小
久
保
良
種(

西
小
仙
波
町
二
丁
目)

お
さ
な
ご
は
二
歳
と
な
り
ぬ
そ
の
庭
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
黄
色
の
花
咲
く

西
角
美
知
子(

広
谷
新
町)

花は
な

水み
ず

木き

真
っ
赤
に
咲
け
る
ひ
と
と
こ
ろ
佇

た
た
ず

み
お
れ
ば
恋
心
湧わ

く

藤
崎
本
男(

菅
間)

岩
走
る
竜
頭
の
滝
の
上
に
咲
く
み
つ
ば
つ
つ
じ
の
色
の
清す

が

し
き

加
藤
美
津
恵(

今
福)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

新
緑
の
川
沿
ひい

を
ゆ
く
乳
母
車

清
水
久
枝(

通
町)

日
輪
の
中
よ
り
落
ち
し
雲
雀

ひ

ば

り

か
な

足
立
政
義(

並
木)

春
昼
や
焼
き
上あ

が

り
た
る
土
鈴
振
る

浅
見
芳
枝(

旭
町
三
丁
目
）

聖
堂
の
詩
情
豊
か
に
郁む

子べ

の
花

林
友
次
郎(

通
町)

夏
近
し
さ
さ
ら
獅し

子し

笛ぶ
え

遠
く
よ
り

平
田
泰
次(

元
町
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

同
窓
会
介
護
の
話
題
途と

切ぎ

れ
な
い

野
本
智
恵
子(

久
保
町)

道
草
の
楽
し
さ
知
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

武
島
征
一
郎(

今
福)

格
安
の
旅
も
土
産
で
足
が
出
る

小
島
秀
雄(

上
寺
山)

雑
草
が
お
花
畑
で
背
伸
び
す
る

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目)

梅
雨
時ど

き

の
旅
誘
わ
れ
る
晴
れ
女

我
妻
信
子(
砂)

応募方法（８月掲載分は６月30日昔必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

私
の
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、
は

ち
植
え
の
い
ち
ご
の
苗
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
い
ち
ご
は
、
こ
こ
数
年

実
を
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
今こ

年と
し

は
な
ん
と
、
か
わ
い

い
白
い
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
、

数
え
た
ら
二
十
七
個
の
実
が
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
三
個
は
も

う
赤
く
な
り
始
め
て
い
て
、
つ
や

つ
や
と
光
り
重
そ
う
に
は
ち
の
外

に
た
れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。
私
は

思
わ
ず
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
う
わ
ー
す
ご
い
！
」

本ほ
ん

当と
う

に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
小
さ
な
植
木
ば
ち
の
中
で
、
本

物
の
い
ち
ご
が
本
当
に
で
き
る
な

ん
て
う
そ
み
た
い
で
し
た
。
私
は

う
れ
し
く
な
っ
て
母
を
呼
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
い
ち
ご
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
い
ち
ご
の
苗
は
、
私
が
二

才さ
い

位
ぐ
ら
い

の
時
に
買
っ
て
き
て
、
何

年
間
か
は
実
が
な
っ
た
け
ど
、
最

近
は
、
実
が
な
ら
な
く
て
が
っ
か

り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
花
も
咲

か
ず
、
か
ぶ
も
増
え
な
い
の
で
、

も
う
は
ち
か
ら
ぬ
い
て
し
ま
お
う

か
と
思
っ
た
け
ど
、
ベ
ラ
ン
ダ
が

さ
み
し
く
な
る
の
で
ず
っ
と
水
を

や
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の
一

年
間
は
米
の
と
ぎ
汁
を
あ
げ
て
い

た
そ
う
で
す
。
私
も
い
ち
ご
の
苗

が
ベ
ラ
ン
ダ
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
い
ち
ご
は

こ
ん
な
日ひ

当あ
た

り
の
悪
い
ベ
ラ
ン
ダ

で
も
、
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
た

ん
だ
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
間
も

ち
ゃ
ん
と
育
っ
て
い
た
ん
だ
と
感

心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
小

さ
な
い
ち
ご
か
ら
大
き
な
力
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
私
も
こ

の
い
ち
ご
の
よ
う
に
、
ね
ば
り
強

い
あ
き
ら
め
な
い
人
に
な
り
た
い

で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

い
ち
ご

霞
ケ
関
東
小
学
校
六
年
　
　
大お

お

瀬せ

愛あ
い
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シロツメクサは、河原や道端など

でよく見かける、小花が球状になっ

て咲いている白い花。ヨーロッパで

は牧草として植えられています。

名前の由来は、江戸時代にオラン

ダからガラス器を送る際の詰め物と

して利用していたことから、付けら

れたそうです。

別名、クローバー

とも呼ばれ、時々四

つ葉が見つかりま

す。四つ葉のクローバーには愛情・

健康・富・名声の意味があるといわ

れています。30分ほど探して、写

真の四つ葉を見つけたとき、ちょっ

と幸せな気分になりました。

シロツメクサ



表通り裏通り

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
施
設
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
演

奏
し
て
い
ま
す
」。
施
設
訪
問
に

は
、
健
康
で
あ
る
今
の
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
思
い

が
、
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
。
演
奏
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
。
聴
い
て
い
た
だ
け

る
。
こ
れ
ら
に
感
謝
す
る
気
持
ち

が
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
」
と
皆
さ

ん
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
次
は
い

つ
？
　
待
っ
て
る
よ
」
な
ど
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
こ
と
ば
に

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
昨
年
十
二
月
に
、
五
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
み
ん
な
の
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

今
度
は
、
十
周
年
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
」
と
小
野
沢
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
、「
高
階
な
か
よ
し
ハ
ー

モ
ニ
カ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
続

い
て
い
き
ま
す
。
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在
百
六
十
曲
以
上
を
演
奏
し
、
さ

ら
に
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
た
め

新
し
い
曲
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
高
階
な
か
よ
し
ハ
ー
モ
ニ
カ
」

の
皆
さ
ん
は
、
退
職
後
に
何
か
し

よ
う
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
始
め
ま
し

た
。「
一
本
あ
れ
ば
何
曲
で
も
楽

し
め
る
と
聞
き
、
始
め
ま
し
た
。

今
で
は
、
十
本
以
上
に
な
り
ま
し

た
」
と
後
藤
さ
ん
。
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
魅
力
を
斉
藤
さ
ん
に
伺
う
と
、

「
ま
ず
音
色
。
そ
し
て
手
軽
で
、

ど
こ
に
で
も
持
ち
歩
い
て
楽
し
め

ま
す
。
実
は
、
夫
が
デ
イ
サ
ー
ビ

５月23日の午前中に、和気あ
いあいと練習。月・火曜日に
活動しています

現
在
、
代
表
を
務
め
る
小
野
沢
さ
ん
が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

習
う
仲
間
を
誘
っ
て
結
成
し
た
「
高た

か

階し
な

な
か
よ
し
ハ
ー
モ
ニ

カ
」。
五
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
市
内
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
演
奏
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
評
判

が
広
が
り
、
演
奏
会
は
百
二
十
回
を
超
え
ま
し
た
。

五
月
二
十
三
日
は
、
真
寿
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
小

仙
波
（
小こ

仙せ
ん

波ば

）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
思
い
、「
汽
車
」

に
乗
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
…
…
。

曲
を
物
語
調
に
並
べ
た
演
奏
に
、

だ
ん
だ
ん
同
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
歌
声
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
日
は
、
童
謡
な

ど
を
二
十
曲
演
奏
。そ
の
中
に
は
、

「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
な
ど
の
季
節
に

合
わ
せ
た
曲
が
盛
り
込
ん
で
あ
り

ま
す
。「
演
奏
中
に
聴
い
て
い
る

方
の
様
子
を
見
て
、
楽
し
め
る
よ

う
に
く
ふ
う
し
ま
す
。
笑
顔
で
演

奏
し
、
会
話
も
楽
し
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」
と
、
大
澤
さ
ん
。
現

左から、大
おお

澤
さわ

春
はる

次
じ

さん（67歳・南
みなみ

台
だい

２丁目）・小
お

野
の

沢
ざわ

敏
とし

子
こ

さん（65歳・砂
すな

新
しん

田
でん

）・河
かわ

野
の

制
せい

子
こ

さん（66歳・砂新田）
斉
さい

藤
とう

弘
ひろ

子
こ

さん（69歳・砂新田）・杉
すぎ

山
やま

安
やす

代
よ

さん（72歳・藤
ふじ

間
ま

）・後
ご

藤
とう

英
ひで

子
こ

さん（79歳・下
しも

新
しん

河
が

岸
し

）

この日は、30人ほどの利用者の皆さ
んの前で演奏。歌いやすいように、歌
詞をはり出します

歌詞についての説明でも、会話が弾み
ます。演奏する側にも、笑みがこぼれ
ていました

「茶摘み」では、利用者の皆さんと手
拍子。自然と笑顔になり、会場の雰囲
気が盛り上がっていきます

皆さんが使用しているハーモ
ニカの一部です

感謝する気持ちが大事…… 高階なかよしハーモニカ

ボランティア演奏
５年間に120回
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川越市の面積は109.16km2
まちのできごと 109

ト ー ク

パレット
楽しかったね！　小江戸川越春まつり

小江戸川越春まつりは、５月まで催し物が盛りだくさん。

４月29日は、日
ひ

枝
え

神社（下
しも

新
しん

河
が

岸
し

）をメイン会場に行われた

「新河岸川への集い」。10周年を迎えたことしは初めての試みとし

て、第５回東日本学校吹奏楽大会銀賞を受賞した高
たか

階
しな

中学校吹奏

楽部の皆さんによる演奏が行われました。また、恒例となった舟

の運航が、人気を集めていました。

同日、開催された「川越れんげまつり2006」。会場の農業ふれ

あいセンターで太鼓演奏やショーなどを見たり、近くの畑に行っ

てレンゲを摘んだりと、子どもたちがいっぱい。大人も幼いころ

を思い出し、花飾りを作る姿も……。17,000人が訪れました。

５月４日～６日は「小江戸縁日大会」。会場の１つとなった蓮
れん

馨
けい

寺
じ

（連
れん

雀
じゃく

町
ちょう

）では、武者姿にびっくり！　川越藩火縄銃鉄砲隊に

よる「鎧
よろい

体験コーナー」で、１日に60人以上が変身しました。「川

越まつりの囃子を聴きに来て、ここを見つけ、よろいを着てみま

した」と練
ねり

馬
ま

区からの親子。ステージなどで催しが繰り広げられ

る中、来場した皆さんはのんびりと初夏の１日を満喫していました。

50回を記念する開会式は、500人の選手全員が一堂に
５月14日・28日に開催され

た、第50回川越市ママさんバ

レーボール春季大会。開会式に

は、参加する47チームの選手

の皆さん全員が集まりました。「ママさんバレーボールに、定年はありません。

役員も、みんな現役で試合に出ています。これからも、長く続けられるバレー

ボールを目指していきます」と、大会委員長の渡
わた

辺
なべ

喜
き

美
み

子
こ

さん（山
やま

田
だ

）。
スパイクをブロック！　各コート
で熱戦が繰り広げられました

「新河岸川
への集い」
（上）、川越
れんげまつ
り200 6」
（ 右 上 ）、
「小江戸縁
日 大 会 」
（右）

開会式会場の川越運動公園総合体育館に集合した選手の皆さん開会式会場の川越運動公園総合体育館に集合した選手の皆さん開会式会場の川越運動公園総合体育館に集合した選手の皆さん

人

川

越

25

「
大
切
だ
よ
　
信
ら
い
す
る
こ
と
　
さ
れ
る
こ
と
」

平
成
十
八
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語
募
集
事
業
で
、

全
国
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
五
千
件
を
超
え
る
作
品

の
応
募
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）
に

選
ば
れ
た
標
語
を
作
っ
た
渋
谷
さ
ん
。
電
車
に
乗
っ
て
い

る
と
き
に
、
標
語
を
考
え
つ
い
た
そ
う
で
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
、
所
属
し
て
い
る
合
唱
団
の
先
生

か
ら
の
勧
め
で
し
た
。
ま
た
、
学
校
の
バ
ト
ン
部
に
も
入

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
唱
団
や
学
校
で
、
先
生
や
上
級
生

の
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
信
頼
が
大
事
だ
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
、
自
宅
で
受
賞
の
話
を

聞
い
て
び
っ
く
り
。「
今
ま
で
の
九
年
間
で
、
い
ち
ば
ん

う
れ
し
か
っ
た
」
と
少
し
て
れ
た
様
子
。

何
で
も
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
渋
谷
さ
ん

は
、
泳
ぐ
の
も
大
好
き
。
得
意
な
の
は
バ
タ
フ
ラ
イ
だ
そ

う
で
す
。「
水
泳
を
続
け
て
い
る
た
め
健
康
で
、
幼
稚
園

か
ら
皆
勤
賞
で
す
」
と
、
母
の
美み

和わ

さ
ん
。
将
来
、
イ
ル

カ
の
調
教
師
に
な
る
の
が
、
渋
谷
さ
ん
の
夢
で
す
。

そ
し
て
、「
作
っ
た
標
語
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事

を
信
頼
す
る
こ
と

が
で
き
、
誰
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
よ

う
な
大
人
に
な
り

た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

渋し
ぶ

谷や

さ
り
さ
ん
（
10
歳
・
並な

み

木き

）

４月４月４月242424日の授賞式で受日の授賞式で受日の授賞式で受
け取った盾を手にけ取った盾を手にけ取った盾を手に



昨
年
十
一
月
、「
伊
佐
沼
農
産
物
直
売
所
」
と
共

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
伊
佐
沼
庵あ

ん

」
で
は
、
地
元
の
小

麦
を
粉
に
し
て
作
っ
た
う
ど
ん
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
伊
佐
沼
庵
」
に
使
わ
れ
て
い
る
、
か
や
ぶ
き
屋

根
の
建
物
は
、「
旧
戸
田
家
住
宅
」
と
い
い
、
も
と

も
と
は
下し

も

松ま
つ

原ば
ら

に
あ
っ
た
農
家
住
宅
を
、
平
成
五
年

に
移
築
復
元
し
た
物
で
す
。
同
住
宅
は
江
戸
時
代
終

わ
り
か
ら
明
治
時
代
の
初
め
ま
で
の
間
に
建
築
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
、
武
蔵
野
台
地
に
お
け
る
完
成
期
の
か
や
ぶ
き
農
家
住
宅
の
典
型

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
中
に
入
る
と
、
建
築
当
初
か
ら
百
年
以

上
も
建
物
を
支
え
て
き
た
自
然
の
曲
が
り
を
生
か
し
た
太
い
は
り
が

組
み
合
わ
さ
り
、
重
厚
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
店
内
は
、
ほ

ぼ
満
席
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
席
か
ら
、
こ
の
建
物
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
様
子
。
中
に
は
、
店
の
方
に
質
問
し
て
い
る
方
の
姿
も
…
…
。

「
伊
佐
沼
庵
」
に
変
わ
り
、
た
く
さ
ん
人
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

建
物
が
生
き
て
き
ま
し
た
。「
人
に
見
ら
れ
て
こ
そ
ア
ー
ト
」。
そ

ん
な
感
じ
が
し
ま
す
。

編集後記
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はっきりしない天気が続いていま

す。建物など外での写真は、なるべ

く青空の下で撮りたいもの。空を見

上げては、ため息の毎日です$連休

中、取材の合間を縫い、家族で横浜

へ。山下公園から中華街での昼食後、

元町を散策しました$帰りに「川越

と横浜、どっちがいい？」と子ども

たちに尋ねると、すぐに「川越」と

いう返事。理由は、「近いから」「菓

子屋横丁があるから」。親としては、

ちょっと複雑。でも、市の職員とし

て、とてもうれしくなりました。

表
紙
の
地
図

39

ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

川越小学校の壁面緑化モデル事業が、いよいよスタート。

５月18日から26日にかけて、同小学校の３～６年生がアサガ

オ・ヒョウタン・ヘチマ・ゴーヤなどの苗を植え付けました。プラ

ンターに土を入れて肥料と混ぜるのも、児童が自分たちで行いまし

た。６年生は、さすが最高学年。苗を植える際、根をほぐさないよ

う容器を取るのも手慣れた様子でした。植えたばかりの苗は、高さ

10センチほど。まだ小さいものの、これから成長して夏には窓辺

を覆うぐらいになり、教室の温度上昇を防ぐ効果が期待できます。

この壁面緑化に使っているのは、すべて一般に市販されている物

です。市民の皆さんも、試しに始めてみてはいかがですか!?

問い合わせ…環境政策課みどりの係・℡内線2615

苗の根を大事にしながら
植え付けをする
川越小学校６年生の皆さん

壁面緑化で涼しく過ごす③
環境トピックス

ベランダに置かれたベランダに置かれたベランダに置かれた
プランターとネットプランターとネットプランターとネット

川
越
運
動
公
園 

農業ふれあい 
センター 

国道16号 

伊
佐
沼 

 

伊佐沼庵 


